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 [授業の概要・目的]
　現代社会の政治経済を規定している根本条件について考えるために、それらがいかなる思想史的
経緯からもたらされたのかを概観する。その際にモチーフとなるのが、西欧近代における保守主義
の生成と衰退という主題である。
　保守主義は、元来、急激な近代化に対する抵抗として生み出された。にもかかわらず、今日、保
守主義は、グローバル経済の促進とリベラル・デモクラシーという価値観の共有を旨とすることで、
ネオ・リベラリズムと同化し、さらなる変化をもたらす志向へと変容している。なぜ保守主義はこ
のように変質したのか。そもそも保守主義は、どのような思想史的経緯から紡ぎ出されたのか。保
守主義にはなお可能性が残されているのか。
　本講義では、こうした問題を追究するために、まず、古典古代以来の伝統を有する共和主義思想
の展開に中心軸を求めた上で、国家論をめぐる古代と近代の相違について把握することを目指す。
取り扱う主な思想家を挙げれば、Ｍ・オークショット、Ｅ・バーク、Ｈ・アレント、Ｊ・Ｇ・Ａ・
ポーコック、Ｊ・ハリントン、Ｔ・ホッブズ、Ｌ・シュトラウスである。
　現代社会の根本条件の理解に関して、本講義に通底するのは、政治にせよ、経済にせよ、社会に
せよ、集団的営為と個人的営為を包摂する「時間」に対する問題意識であり、それは、言いかえれ
ば「時間の政治学」である。

 [到達目標]
・西欧近代を構成する基本的な思想の要素について理解する。
・共和主義とは何かについて、その歴史と思想の把握から、基本的な説明ができる。
・古典的な共和主義と近代国家論の差異を理解する。

 [授業計画と内容]
以下のような項目について、１項目あたり１～２週の講義を行なう予定である。

　1.　保守のアポリアを越えて：変容と失墜、理念の放棄、理念の回復を求めて
　2.　保守のアポリアを越えて：理論と実践の間、「統治の知」としての共和主義
　3.　市民と自律の考古学：共和主義ルネサンス、無支配と支配、支配と自律
　4.　市民と自律の考古学：自律と時間、時間の政治学
　5.　蘇生する「統治の知」：革命と創設、法の支配、徳の支配、本性上の貴族
　6.　蘇生する「統治の知」：共和国のイギリス化、創設者としての立法者
　7.　盾としてのリヴァイアサン：近代性の大波、恐怖と虚栄、古代と近代
　8.　盾としてのリヴァイアサン：誇りと名誉、近代性の古代性

 [履修要件]
後期に開講される「現代経済社会論Ⅱ」の受講を奨励する。

現代経済社会論Ｉ(2)へ続く↓↓↓



現代経済社会論Ｉ(2)

 [成績評価の方法・観点]
講義内容を踏まえた期末レポートによる。

 [教科書]
未定
 [参考書等]
  （参考書）
佐藤一進 『保守のアポリアを超えて――共和主義の精神とその変奏』（NTT出版）ISBN:978-4-
7571-4325-8

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業は口述と板書で進行していくため、多量のノートを取ることになるが、復習としてノートを清
書へと再構成すること。その際に気づいた疑問点や不明点を整理し、次回の授業に臨むことを予習
とする。可能であれば、いくつもの原典に自ら取り組んでほしい。

 [その他（オフィスアワー等）]
特に予備知識は必要としないが、現代経済社会の諸問題について、経済思想のみならず、幅広い観
点から、歴史的かつ哲学的に思考することに関心がある者の受講が望ましい。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


